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 本研究プロジェクトのタイトルが「個人と権利」ではなく「個体と権利」になっている
理由は、英語なら individual と表現すべき語の中に動物個体も含めるためである。本報告
書の後半に置かれている古澤とワイズの論文、野崎報告は、まさに動物の権利を論じてい
る。このテーマは本来古澤の中心テーマで、それを通して私や他の研究室のメンバーもぼ
んやりとかもしれないが興味を感じるようになった。その関連で日本学術振興会の招聘補
助金を得て、2010 年 7 月にスティーブン・ワイズ博士を日本に呼び、2 週間にわたってい
くつかの大学などで講演会を開いた。野崎報告は、その一環として広島市立大学で開いた
講演会の記録と、それへの野崎のコメントである。コモンローで黒人が権利の主体として
認められるのは、南北戦争で３０万人以上の死者をともなって最終決着がつく以前に、あ
るイギリスの判事が黒人に対して人身保護令状を発したことにはじまる。ワイズ博士は、
それと同じことを動物に対して実現することをめざしている活動家でもある。 
 本報告書のとりまとめを担当した中井の論文はリバタリアニズム（自由尊重主義）を扱
っているので、そこでの「個体」はまさに個人のことである。自由と権利の主体としての
人間像は、家族と子供に関してどう展開するのか、というテーマはリバタリアンの盲点を
ついているかもしれない。 
 巻頭の高橋論文は、法改正以後の臓器移植法と、立法の是非が論じられている尊厳死法
という今の時点での生命倫理最大のテーマを扱いながら、哲学的な認識論にまで踏み込む
労作である。嶋津の報告資料は、2011 年秋の日本生命倫理学会の特別シンポでの短い報告
で使用したパワポを採録している。「尊厳死を合法化すると、自分の意思を明示できないよ
うな弱い個人が事実上尊厳死を強制される」という理由で尊厳死法に反対する人々がいる。
この論拠を「外的根拠としての弱者保護」と呼んで一般化し、批判的に検討するものであ
る。 
 福原論文は、2011 年秋に出た私の著書を取り上げて広い文脈に置くことで、自分の議論
を展開している。これから研究のキャリアを積み上げてゆこうとする若い研究者が、私の
著書をまともに思想的に扱ってくれることはうれしいかぎりである。 
 元々は、院生である古澤と中井を中心としてこの研究プロジェクトは構成されたのだが、
高橋・福原・野崎の論文を得て、予想を超えて豊かな内容の報告書になったと自負してい
る。各論文について読者の感想や批判などをいただければ幸いである。 
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